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１．【御案内】持続可能な発展のための国際基礎科学年（IYBSSD2022） 
 インタビュー最終回（第六弾）大隅良典 東京工業大学栄誉教授 
２．【開催案内】日本学術会議 in 宮城 公開学術講演会 
 「積雪・寒冷地域における暮らしのこれまでとこれから－持続可能な発展の 
 ための氷雪圏からの視座－」 
３．【開催案内】日本学術会議主催学術フォーラム 
 「安心感への多面的アプローチ」 
４．【開催案内】公開シンポジウム 
 「持続可能な未来をつくる意思決定の仕組み」 
５．【御案内】共同主催国際会議の募集について 
６．【採用情報】学術調査員（非常勤）（国際）を募集しています 
７．【御案内】第 22 回グリーン・サステイナブル ケミストリー賞について 
■-------------------------------------------------------------------- 
【御案内】持続可能な発展のための国際基礎科学年（IYBSSD2022） 
 インタビュー最終回（第六弾）大隅良典 東京工業大学栄誉教授 
--------------------------------------------------------------------■ 
 2021 年 12 月 2 日に開催された国連総会において、2022 年を「持続可能な発展 
のための国際基礎科学年（IYBSSD）」(The International Year of Basic Sciences for Sustainable 
Development )とすることが決議されました（令和 
4 年（2022 年）6 月 30 日から令和 5 年（2023 年）6 月 30 日までの 1 年間）。 
この取組は、持続可能な発展のための基礎科学の重要性を認め、認識を高め 
るよう呼びかけるもので、日本学術会議は、IYBSSD サポート機関として、本国 
際年に関する国内の取組を推進します。 
 
 この度、第一線で活躍する様々な学術分野の先生に、基礎科学についてのお 
話を伺いました。最終回（第六弾）は、大隅良典 東京工業大学栄誉教授です。 
 
「研究で社会を面白くする」 
 https://www.youtube.com/watch?v=8DIIc0R01Kg（YouTube へリンク） 
 
○IYBSSD2022 特設ページ 
 https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/iybssd_s/index.html 
 
○IYBSSD2022 プロモーションビデオ 
 https://www.youtube.com/watch?v=sbX_mylmo28 



（日本学術会議 YouTube チャンネルへリンク） 
 
■-------------------------------------------------------------------- 
【開催案内】日本学術会議 in 宮城 公開学術講演会 
 「積雪・寒冷地域における暮らしのこれまでとこれから－持続可能な発展の 
 ための氷雪圏からの視座－」 
--------------------------------------------------------------------■ 
【日時】2022 年 11 月 5 日（土）13：30～16：55 
【場所】オンライン開催（Zoom ウェビナー） 
【主催】日本学術会議 
【共催】国立大学法人東北大学 
【後援】公益財団法人日本学術協力財団、東北学院大学、国立大学法人岩手大 
    学、国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立大学法人広島大学 
【開催趣旨】 
 わが国は夏季には温暖であるが、冬季には積雪や凍結に見舞われる地域が多 
く、人々は工夫を凝らしながら暮らしてきた。また、近代化に伴い、寒冷地で 
はない都市部でも少量の積雪や凍結が経済活動に混乱を来すようにもなってい 
る。 
 本講演会では、日本のみならず世界にも目を向け、寒冷な地域での人々の暮 
らしについて、歴史学、社会人類学、農学、雪氷学、環境学の専門家からお話 
を伺い、今後、私たちの生活様式の変化や気候変動が寒冷地域にもたらす新た 
な課題と、その課題にどのように向き合っていく必要があるかを参加者ととも 
に考えたい。 
【プログラム】 
 https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/327-s-1105-3.html 
【申込み】要・事前申込み。 
 参加をご希望の方は、以下より事前参加申込みをお願いします。 
 https://forms.gle/dPQkDNYKt1rPp94F9 
【問い合わせ先】 
 東北大学研究推進課 
 TEL：022-217-4840 
 E-mail: kenkyo@grp.tohoku.ac.jp 
■-------------------------------------------------------------------- 
【開催案内】日本学術会議主催学術フォーラム 
 「安心感への多面的アプローチ」 
--------------------------------------------------------------------■ 
【日時】2022 年 11 月 5 日（土）13:00～17:10 
【場所】オンライン開催（Zoom ウェビナー） 



【主催】日本学術会議 
【開催趣旨】 
 COVID-19 の大流行、異常気象、他国からの侵攻、核爆弾利用の脅し、福島事 
故後の風評被害など、昨今、従来にも増して不安感の強い社会状況が続いてい 
る。一方、道路交通における自動運転など新しい技術や地球温暖化を抑制する 
施策の社会実装においては、その技術や施策が社会に受け入れられる形になっ 
ている必要がある。ここで、江戸時代の「知らしむべからず」施策による無知 
に根ざした安心感ではなく、寺田寅彦の「正当に怖がる」ことが重要である。 
本フォーラムでは、「科学技術基本計画」（第６期から「科学技術・イノベー 
ション基本計画」）にも継続してうたわれている人々が安心を感じる社会を実 
現するために必要な科学技術について、多様な専門分野の研究者から事例や考 
え方をご紹介頂き、安心感の構成要素を明らかにすることで、人々が安心を感 
じる社会の在り方を議論する。 
【プログラム】 
 https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/327-s-1105-2.html 
【参加費】無料 
【申込み】要・事前申込み。以下の URL からお申し込みください。 
 https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0199.html 
【問い合わせ先】 
 日本学術会議事務局企画課学術フォーラム担当 電話：03-3403-6295 
 
■-------------------------------------------------------------------- 
【開催案内】公開シンポジウム 
 「持続可能な未来をつくる意思決定の仕組み」 
--------------------------------------------------------------------■ 
【日時】2022 年 10 月 21 日（金）16:00～17:30 
【場所】オンライン開催 
【主催】日本学術会議 持続可能な発展のための国際基礎科学年（IYBSSD）連 
   絡会議 
【開催趣旨】 
 持続可能な科学技術を開発し、社会に実装していくためには未来志向の取組 
に対する人々の賛同が欠かせません。例えば、人々が目先の生活に目を奪われ 
ると、気候変動対策や防災といった長期的な備がおろそかになってしまいます。 
第一線の研究者による最先端の知見の紹介・パネルディスカッション、そして 
模擬実験に参加して未来を選ぶ方法を一緒に考えましょう！ 
 ※本公開シンポジウムは、サイエンスアゴラ 2022 出展企画です。 
 https://www.jst.go.jp/sis/scienceagora/2022/index.html 
【プログラム】 



 https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/331-s-1021.html 
【申込み】要・事前申込み。 
「サイエンスアゴラ 2022」特設サイトより御登録ください。 
 https://www.jst.go.jp/sis/scienceagora/2022/online/21-a16.html 
 
■-------------------------------------------------------------------- 
【御案内】共同主催国際会議の募集について 
--------------------------------------------------------------------■ 
 日本学術会議では昭和 28 年度以降、学術研究団体が国内で開催する国際会議 
のうち、「学問的意義が高く」、「科学的諸問題の解決を促進する」等、特に 
重要と認められる国際会議について共同主催を行うことにより、学術研究団体 
への支援・協力を行っています。 
 この度、令和６年度に開催される国際会議を対象に、【令和４年 10 月 1 日 
（土）～11 月 30 日（水）まで】共同主催の募集を行います。 
 詳細についてはこちらをご覧ください。 
  https://www.scj.go.jp/ja/int/kaisai/entry.html 
 なお、要件は下記のとおりです。 
(1) 国際学術団体(母体団体)が、国際会議の日本開催を決定したものであるこ 
  と。 
(2) 関係分野に影響を与え学術の振興に寄与するものであること。 
(3) 開催期間中、市民公開講座など会議の成果を一般市民に還元するプログラ 
  ムを企画していること。 
(4) 登壇者や発表者等について、その性別に偏りがないよう努められているも 
  のであること。 
(5) 国外から１０ヵ国・５０名以上の参加が見込まれること。ただし、新しい 
  学術的課題や今後の展開が期待される萌芽的な研究領域に係る会議につい 
  ては、この限りではない。 
※(5)のただし書きに相当する会議を申請する場合、申請書の「提出資料」欄 
にある「その他の資料」として、以下 2 点を記載した書類を提出すること 
（様式任意）。 
・会議の意義（いかなる新しい学術的課題や今後展開が期待される萌芽的な領 
 域に係るものであるか） 
・要件(5)（国外から１０ヵ国・５０名以上の参加が見込まれること）を満た 
 さない理由 等 
 
※本件問い合わせ先：日本学術会議事務局 参事官（国際業務担当）付 
 国際会議担当 
（TEL：03-3403-5731 Mail：scj.kokusaikaigi.h5j@cao.go.jp） 



 
■-------------------------------------------------------------------- 
【採用情報】学術調査員（非常勤）（国際）を募集しています。 
--------------------------------------------------------------------■ 
【採用内容】 
職名：内閣府 日本学術会議事務局 上席学術調査員又は学術調査員（非常勤） 
採用予定者数：若干名 
採用予定日：令和４年 11 月以降（予定）（時期は応相談） 
 
【業務内容】 
日本学術会議が加盟する国際学術会議（ISC）や IAP(InterAcademy 
Partnership)等の国際学術団体や各国アカデミーに関する横断的な調査分析、 
資料作成及び連絡調整 
 (1)日本学術会議が毎年度主催している「持続可能な社会のための科学と技 
  術に関する国際会議」に関する支援業務 
 (2)日本学術会議が事務局の一翼を担う Future Earth プログラムに関する調 
  査分析及び関係機関との連絡調整 
 (3)上記以外で、日本学術会議が国際学術交流事業を実施する上で必要とな 
  る調査分析、資料作成及び連絡調整等 
 
【勤務条件】 
勤務地：東京都港区六本木 7-22-34 
勤務時間：週 3 日程度（応相談） 
     1 日 5 時間 45 分（10:00～12:00；13:30～17:15） 
     年次休暇は非常勤国家公務員の規程により付与 
任期：令和 5 年 3 月 31 日まで（勤務状況によっては延長もあり） 
給与：上席学術調査員：日額 15,100 円又は 18,200 円／ 
学術調査員：日額 12,400 円 
     （資格、経験等によりいずれか） 
賞与・昇給・交通費無し 
※上記の金額は、法律等の改正及び施行に伴って変更する場合がありますので、 
ご承知おきください。 
 
【応募書類受付締切日】 
 令和 4 年 10 月 11 日（火）必着 
 〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34 
 内閣府 日本学術会議事務局参事官（国際業務担当）室 
 



【募集要項】 
 https://www.scj.go.jp/ja/other/chotatsu/pdf/220912.pdf 
 
■-------------------------------------------------------------------- 
【御案内】第 22 回グリーン・サステイナブル ケミストリー賞について 
--------------------------------------------------------------------■ 
 第 22 回グリーン・サステイナブル ケミストリー賞について、候補業績募集 
の案内がありましたのでお知らせいたします。応募資格に該当する皆様がご応 
募できる賞ですので、同賞にふさわしいと考えられる業績について応募をご希 
望の方は、以下のホームページから直接ご応募をお願いします。応募要領につ 
きましては、以下のホームページでご確認ください。 
 
○グリーン・サステイナブル ケミストリー賞 
 人と環境にやさしく、持続可能な社会の発展を支える化学であるグリーン・ 
サステイナブル ケミストリーの推進に貢献した業績を顕彰する賞です。 
 〆切は 2022 年 11 月 18 日（金）厳守。 
 http://www.jaci.or.jp/gscn/page_03.html 
 
*********************************************************************** 
日本学術会議 YouTube チャンネル 
https://www.youtube.com/channel/UCV49_ycWmnfhNV2jgePY4Cw 
日本学術会議公式 Twitter 
https://twitter.com/scj_info 
*********************************************************************** 
*********************************************************************** 
       学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから 
           http://jssf86.org/works1.html 
*********************************************************************** 
======================================================================= 
 日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術誌等へ 
の転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの方にお読み 
いただけるようにお取り計らいください。 
 過去のメールニュースは、日本学術会議ホームページに掲載しております。 
https://www.scj.go.jp/ja/other/news/index.html 
 
【本メールに関するお問い合わせ】 
 本メールは、配信専用のアドレスで配信されており返信できません。 
 本メールに関するお問い合わせは、下記の URL に連絡先の記載がありますの 



で、そちらからお願いいたします。 
======================================================================= 
 発行：日本学術会議事務局 https://www.scj.go.jp/ 
     〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34 
 



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Warning

  /CompatibilityLevel 1.7

  /CompressObjects /Off

  /CompressPages false

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize false

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness false

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments false

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Remove

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages false

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages false

  /ColorImageDownsampleType /None

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages false

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages false

  /GrayImageDownsampleType /None

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages false

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages false

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly true

  /PDFXNoTrimBoxError false

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)

  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<

    /JPN <>

  >>

  /ExportLayers /ExportAllLayers

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames false

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /BleedOffset [

        0

        0

        0

        0

      ]

      /ConvertColors /NoConversion

      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)

      /DestinationProfileSelector /UseName

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /HighResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles true

      /MarksOffset 0

      /MarksWeight 0.283460

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName

      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

    <<

      /AllowImageBreaks true

      /AllowTableBreaks true

      /ExpandPage false

      /HonorBaseURL true

      /HonorRolloverEffect false

      /IgnoreHTMLPageBreaks false

      /IncludeHeaderFooter false

      /MarginOffset [

        0

        0

        0

        0

      ]

      /MetadataAuthor ()

      /MetadataKeywords ()

      /MetadataSubject ()

      /MetadataTitle ()

      /MetricPageSize [

        0

        0

      ]

      /MetricUnit /inch

      /MobileCompatible 0

      /Namespace [

        (Adobe)

        (GoLive)

        (8.0)

      ]

      /OpenZoomToHTMLFontSize false

      /PageOrientation /Portrait

      /RemoveBackground false

      /ShrinkContent true

      /TreatColorsAs /MainMonitorColors

      /UseEmbeddedProfiles false

      /UseHTMLTitleAsMetadata true

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [595.000 842.000]

>> setpagedevice



